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１．研究目的･内容 

英語指導における「シャドーイング」が脳活動に及ぼす影響を調べ、それを基に学習者の認知特

性に合わせた練習法を研究するという目標を設定し、26 年度は近赤外光脳イメージング装置を用

いた実験を行った。まず「シャドーイング」は複雑な知覚と運動の作業を伴い、諸々の不確定要

素が介入する活動であるため、従来の知見にはない新たな実験方法を確立する必要があった。 

２．研究経過及び成果 

[研究経過] 

 

１．医学部と生物理工学部の学生９名を被験者として実験を行った。 

 

２．脳活動の計測には生物理工学部システム生命科学科の近赤外光脳イメージング装置（NIRS）

を用い、シャドーイング活動時の、被験者のウェルニッケ野とブローカ野の賦活の計測を行った。 

 

３．各被験者へのセッションには、タスクとレストを 5 回繰り返すブロックデザインにより実験

を実施した。今回比較するタスクには、（１）事前に十分な学習とシャドーイング練習を積んだ英

文に対するシャドーイング、（２）初めて聞く英文の読み上げ音声に対する、練習なしのシャドー

イング、の２種類を採用した。 

 

シャドーイング用の放送音声は全て、難易度を中学校で習う英語に限定して原稿を作成し、コン

ピュータに標準搭載されたナレーション機能による読み上げ音声で再生・録音をした。各タスク

で異なる内容を作成した。 

 

タスクには、上記（１）と（２）の他、発音練習と人工言語（内容の理解を伴わない音声の再生

のみの発話を計測するため）も用いたが、今年度の研究ではその評価に含まないことにした。 

 

４．計測された NIRS 信号には、心拍や呼吸などの循環器系の変動に由来する揺らぎが重畳して

いるために、バンドパスフィルターによってこれを軽減した。 

 

５．上記２種類のタスクにおいて、５回のタスク＆レストの繰り返しの加算平均を求めた。こめ

かみと前額部に設置した皮膚血流を同時に計測した信号を用いて独立成分分析を施し、発話によ

る頭部の微細な揺らぎによるアーティファクトを軽減した信号を得た。 

 

６．これらの前処理を施したデータに対して、一般線形モデルを用いてレストからタスク（シャ

ドーイング）への移行に伴う賦活の有無について評価を行った。 

 

【成果】 

被験者のほか、サンプルとして、２名の英語教員（１名は英語・日本語のバイリンガルのアメリ

カ人、１名は日本語を母語とする日本人）にも同じ実験を行い、計測した。結果、英語に慣れて



いる英語教員２名には、シャドーイング時にワーキングメモリを司る領域を含めた脳の広範囲で

優位な賦活が発生したことが認められたが、一方、学生被験者では賦活領域の個人差が大きく、

現段階ではまだ共通性が見出せていない。認知特性によるサンプル分類を行うために、もっと多

くの被験者が必要である。 

 

しかしながら、今回の実験は、（１）一般に知られているほど NIRS 計測に自由度がないことが確

認でき、NIRS 計測に適した実験手法の確立に目処が立った、（２）学生の英語能力を比較するた

めの手段を整理し、実際に適用した、という２点において意義があり、成果があった。 

 

 

 

３．本研究と関連した今後の研究計画 

一般に NIRS が「身体を拘束することなく脳活動を計測できる手法である」とされる一方で、今

回の研究を通じて、発話のように頭部の振動を伴う動作を課した場合は、計測データが極めて不

安定になることが確認された。皮膚血流を同時に計測し、独立成分分析を適用して、頭部の振動

の軽減を試みたものの、十分な効果が得られなかったことから、「シャドーイング」時の脳活動の

計測であっても、NIRS を使う以上は、計測中に発話を課さない実験課題への移行が必要である

と考えられる。 

 

今後もこの実験のシークエンスは、助成金の枠内ではないものの共同して個々の研究を継続する。

実験プロトコルを改良し、２６年度の実験で NIRS とは別に計測した被験者のワーキングメモリ

や発話音声の分析結果と共に、言語能力と脳の賦活の比較の研究を行う予定である。 

 

 

 

４．成果の発表等 

発 表 機 関 名 種類（著書・雑誌･口頭） 発表年月日(予定を含む) 

TESL Canada 2015 Conference 口頭(後に雑誌寄稿) 2015 年 10 月 31 日 

近畿大学紀要 雑誌 2016 年 

   

   

   

 




